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1囎㈱閣1

人口50，294
　　男　25，970

　　女　26，324

世帯敷　　9，658

税車動自軽

納期5月31日

回
融無

議
長
に

樋
ロ
氏

副
議
長
は

樋ロ議長竹内副議長

　
改
選
後
秘
の
二
回
十
日
町
市
議
会

臨
時
会
は
†
三
日
午
前
十
時
か
ら
開

か
れ
ま
し
た
。

こ
の
議
会
は
新
し
い
議
長
、
副
謬

長
を
は
じ
め
、
各
委
員
な
ど
が
決
め

ら
れ
ま
し
た
が
、
議
長
に
は
前
議
長

の
樋
口
政
太
郎
氏
が
再
任
さ
れ
ま
し

た
．
◎
常
任
委
員
会
委
員

一
、
総
務
財
政
委
員
（
八
名
）

委
員
長
　
村
山
政
明

　
副
委
員
長
　
塩
川
好
司

　
委
員
　
　
樋
口
政
太
郎
、
山
田

　
　
　
　
　
桂
、
越
村
勝
治
、
玉

監
…
暫
自
…
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…
…
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一
一
…
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醐
驚
内
」

二
、
文
教
厚
生
委
員
会
委
員
（
八
名
）

蚕
爵
長

副
委
員
長

捉
員

斉
木
正
義

山
田
正
邦

佐
藤
利
雄
、
矢
口
重

雄
、
阿
部
ケ
イ
、
大

島
憲
治
、
村
山
政
一

郎
、
井
口
吉
渚
．

三
、
建
設
委
員
（
七
名
）

　
委
員
長
　
　
山
口
秀
二

竹
内
氏

　
副
委
員
長
　
島
田
直
治

　
委
　
員
　
　
池
円
広
吉
、
庭
野
健

　
　
　
　
　
蔵
、
阿
部
周
作
、
尾

　
　
　
　
　
身
美
教
、
小
林
勝
平

四
、
経
済
委
員
（
七
名
）

委
員
長

副
委
員
長

委
員

柳
宗
平

石
坂
正
隆

庭
野
吉
郎
、
久
保
田

鶴
一
、
庭
野
金
作
、

村
山
米
蔵
、
丸
山
尚

政
。

県
民
税
の
減
額
と
還
付

留
年
度
分
個
人
県
民
税

　
昭
和
三
十
七
年
度
の
県
民
税
は
税

法
改
正
に
よ
り
、
前
年
度
に
く
ら
べ

る
と
増
額
に
な
り
ま
し
た
が
、
一
方

所
得
税
が
減
額
に
な
り
、
合
算
し
て

く
ら
ぺ
る
と
総
体
的
に
は
滅
税
と
な

る
よ
う
に
、
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ

り
ま
す
．

　
昭
和
三
十
六
年
に
所
得
税
を
納
め

た
方
で
、
昭
和
三
十
七
年
分
の
所
得

税
の
課
税
所
得
金
額
が
な
く
、
所
得

税
を
納
め
な
か
っ
た
方
に
つ
い
て

は
、
所
得
税
の
減
税
の
適
用
を
受
け

る
こ
と
が
出
来
す
、
従
っ
て
県
民
税

が
増
え
る
形
と
な
り
ま
す
の
で
、
こ

の
よ
う
な
方
に
は
、
こ
れ
を
訂
正
す

る
た
め
六
月
一
日
か
ら
六
月
三
十
日

ま
で
本
人
の
申
請
が
あ
れ
ぱ
昭
和
三

．
十
七
年
度
分
の
県
民
税
を
再
計
算

し
、
減
額
分
を
還
付
す
る
こ
と
に
定

　
ー
？

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
該
当
さ

れ
る
方
は
市
役
所
の
税
務
課
に
お
問

い
合
せ
の
う
え
、
減
額
措
置
を
受
け

て
下
さ
い

今
月
中
に
納
め
よ
う

自
動
車
税
（
第
1
期
）

自
動
車
は
交
通
法
規
を
守
り
、
事
故

を
起
さ
な
い
こ
と
と
、
自
動
車
税
を

完
納
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

県
税
を
納
め
る
に
は
、
県
の
指
定
し

た
銀
行
、
相
互
銀
行
、
信
用
組
合
、

信
用
金
庫
、
郵
便
局
、
財
務
事
務
所

の
窓
口
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。 窪

臨
堀
車
税
（
第
一

　
　
成
人
の
つ
ど
い

◎
第
一
回
目

｝と
き
五
月
二
十
一
日
午
後
七
時

　
　
　
　
半

と
こ
ろ
　
市
民
体
育
舘

内
容
歌
と
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

◎
第
二
回
目

と
　
き
　
五
月
二
十
九
日
午
後
七
時

　
　
　
半

と
こ
ろ
市
公
民
舘

内
容
成
人
の
生
活
と
意
見
（
話

　
　
　
し
合
い
）

◎
第
三
回
目

と
　
き

と
こ
ろ
内
容

六
月
四
日
午
後
七
時
半

市
公
民
舘

成
人
の
意
義
、
特
に
”
結

婚
醒
に
つ
い
て
考
え
る

講
師
　
県
教
育
庁
社
会
教

　
　
育
課
俵
谷
正
樹

　
　
先
生

記
念
品
を
ど
う
ぞ

　
　
成
人
式
に
出
な
か
っ

　
　
　
た
人

　
十
二
日
の
成
人
式
に
出
ら
れ
な
か

っ
た
方
は
、
五
月
三
十
日
ま
で
に
最

寄
り
の
公
民
舘
へ
記
念
品
を
取
り
に

お
出
で
下
さ
い
．

、
．
曝
喝
曜
巳
ー
璽
騒
巳
唱
1
．
醐
－
．
謬
響
．
6
6
6
」

罵
任
の
挨
拶
皿

　
こ
の
だ
び
市
民
多
数
の
御
支
援
を

賜
わ
り
、
再
び
甫
政
を
担
当
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
四
年
間

市
議
会
及
び
市
民
各
位
の
御
協
力

を
得
ま
し
て
、
市
民
生
活
の
向
上
の

た
め
真
剣
に
努
力
い
た
し
た
い
と
存村山市長

じ
ま
す
。
御
承
知
の
と
お
り
十
日
冊

市
は
人
口
五
万
の
田
園
都
市
で
、
今

後
と
も
市
の
発
展
を
図
る
に
は
や
は

り
、
変
通
整
備
と
豪
雪
対
策
を
推
進

し
な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
．
こ
れ
ら

の
懸
案
事
項
の
解
決
を
図
る
と
共
に

十
万
都
市
を
目
ざ
し
、
低
開
発
地
域

開
発
促
進
工
業
法
の
指
定
を
受
け
、

　　　　　　ロロロ　　　　　　　　　　　　　　しロ　　　　　ロロ　ロロロロロ

0万都市をめざし努力
1”””””””川”唇”””””

　　交通整備と豪雪対策
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ヱ
場
誘
置
に
も
努
力
い
た
し
た
い
と

思
い
ま
す
．
既
存
の
織
物
業
、
農
業

の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
も
体
質
改

善
、
構
造
改
善
を
積
極
的
に
推
進
し

飛
躍
的
発
展
を
遂
げ
た
い
と
存
じ
ま

す
．

　
私
は
過
去
四
ヵ
年
の
市
長
経
験
を

生
か
し
、
市
政
懇
談
会
あ
る
い
は
選

挙
を
通
じ
て
市
民
の
皆
様
に
公
約
し

た
事
項
の
実
現
に
つ
い
て
、
皆
様
と

共
に
一
層
努
力
い
た
し
た
い
と
存
じ

ま
す
．
幸
い
本
年
は
十
日
町
市
建
設

の
方
向
を
定
め
る
第
三
次
五
ヵ
年
計

画
を
策
定
す
る
年
で
あ
り
ま
す
の

で
、
市
民
各
界
各
層
の
方
汝
か
ら
御

意
見
を
承
り
、
明
る
い
豊
か
な
市
づ

く
り
の
た
め
、
立
派
な
計
圃
を
た
て

た
い
と
思
い
ま
す
．

　
ど
う
ぞ
躍
進
†
日
町
市
実
現
の
た

め
、
な
お
一
層
の
御
協
力
と
ご
支
援

を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
切
に
お
願
い
す

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
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庭野健蔵　村山正明　樋口政太郎　井口　吉清　石坂正隆　矢口　重雄

917票　934票　1，009票　1，071票　1，379票　1，747票

池田5広吉福崎正平丸山　尚政阿部周作　山　田　桂越村勝治

758票　771票　792票　800票　847票　891票

　　　　　　　　　　〔燃繭　　　　監講灘

　　　　　　　　　　　　　　　　’iF灘iiii　　監響ii轟

　　　　　　　　　　　　　　　　窟　　、鞭・

島田直治柳宗平佐藤利雄村山政一郎竹内真村山米蔵
705票　70」9票　724票　731票　737票　743票

癒
灘
久保田鶴一

701票
尾身美教

690票
山口秀二

677票
阿部ケイ

674票
小林勝平

672票
斎木正義

651票
◎
駅
ホ
ー
ム
の
お
見

　
逡
り
に
つ
い
て

　
十
日
町
駅
八
時
二
五
分
発
長
野
行

　
　
＝
覧
言
3
『
＝
、
一
一
2
邑
監
o

　
難
大島憲治庭野金作

641票　648票
塩川好司

634票
準
急
「
野
沢
」
号
、
八
時
三
五
分
発

新
潟
行
急
行
「
う
お
の
」
号
は
客
車

の
ド
ア
が
発
車
間
際
に
自
動
的
に
し

ま
っ
て
、
お
客
さ
ん
は
自
由
に
あ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

お
見
送
り
の
万
は
車
内
に
立
入
ら
な

い
よ
う
充
分
御
注
意
下
さ
い
．

特
に
「
野
沢
」
号
の
停
車
時
間
は
三

〇
秒
で
あ
り
ま
す
か
ら
お
見
送
り
の

方
は
絶
対
に
車
内
へ
お
入
り
に
な
ら

な
い
よ
う
念
の
た
め
お
知
ら
せ
し
ま

好司　庭野吉郎大島

4票　635票　64

市長選挙結果
当日有権者数　　29，686

投票数28，208
有効投票数　　27，527
無効投票数　　　681

投票率95。02％
当選　15，975票　村山謙吉

次点　11，552票　二掴田之助

山田正邦

581票
玉田慶松

578票
結
兜
亀
ろ
　
　
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
　
　
　
ラ

挙
　
　
　
　
　
9

選

難
繊
膿

市 　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

果
鰯
㎜
柳
粥
易
一

一
す
．
一
◎
団
体
の
申
込
み
は

な
る
べ
く
お
早
目

に

　
行
楽
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
団
体
乗
車
御
希
望
の

方
は
出
来
る
だ
け
早
目
に
駅
の
窓
口

へ
お
串
込
下
さ
い
．

奮
さ
れ
る
ま
で
の
習
が
短
い
と

き
は
御
希
望
に
応
じ
ら
れ
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
団
体
で
汽
車
旅

行
の
計
画
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
な

る
ぺ
く
早
目
に
お
申
込
み
下
さ
る
よ

コ

『
う
連
絡
申
し
上
げ
ま
す
。

一◎
駅
備
付
洋
傘
の
返

　
　
戻
に
つ
い
て

　
十
日
町
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
提
供

に
よ
る
洋
傘
は
、
駅
を
利
用
さ
れ
る

皆
さ
ん
が
自
由
に
使
用
出
来
る
よ
う

駅
の
待
合
室
に
相
当
数
備
え
付
け
て

あ
り
ま
す
．

　
と
こ
ろ
が
最
近
使
用
後
の
【
返
戻
】

が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
現
在
二
本

あ
る
の
み
で
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
…
…
使
用
後
は
な
る

　べく

早
目
に
待
合
室
の
傘
立
ま
で

一
（
そ
っ
と
）
お
返
し
下
さ
い
．

二

曜
ヨ
置
3
璽
奮
累
蟹
墨
曜
塾
冨
一
雪
§
8
3
聞
一
8
一
3
器
3
。
雷
8
墨
§
§
・
3
富
轍
剛
認
一
5
一
雷
3
3
3
3
署
一
－
一
3
一
認
＝
．
昌
‘
昌
冒
3
。
冨
．
箋
。
8
8
3
辱

技
術
士
本
試
験

騨
、
受
験
資
格

　
大
学
、
高
専
（
理
科
系
統
）
の
卒
業
者
又
は
、
こ

　
れ
と
同
等
以
上
の
者
で
科
学
技
術
に
関
す
る
実
務

　
経
験
が
七
年
以
上
の
者
。

二
、
期
日
及
び
鳩
所

　
筆
記
試
験
騒
昭
和
三
十
八
年
九
月
八
日
（
日
）
東
京

　
　
　
　
　
　
都
、
大
阪
市

　
口
答
試
験
9
昭
和
三
十
八
年
十
月
一
五
日
～
昭
和

　
　
　
　
　
　
三
十
八
年
十
月
二
二
日
　
東
京
都

三
、
受
験
申
込
期
問
及
び
宛
先

　
昭
和
三
十
八
年
五
月
一
日
～
五
月
二
〇
日

　
科
学
技
術
庁
長
官
あ
て
（
東
京
都
千
代
田
区
霞
ケ

　
関
三
の
四
、
科
学
技
術
庁
振
興
局
振
興
課
）

””量”量1

ド
曇
§
一
≡
目
置
目
≡
顧
呂
…
…
一
一
…
…
…
一
日
…
≡
一
目
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8
≡
…
一
…
…
≡
…
…
≡
一
…
…
…
…
≡
…
昌
賜
呂
…
§
p
甜

÷
…
≡
…
一
＝
…
≡
一
…
…
≡
…
≡
…
＝
一
≡
…
一
…
目
国
…
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昌
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目
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一
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昭
和
三
十
八
年
度

　
　
前
期
技
能
検
定
試
験

一
、
実
施
職
種
“
八
職
種

　
機
械
工
、
仕
上
工
、
板
金
工
、
配
管
工
、

　
建
具
工
、
家
具
工
、
鋳
鉄
鋳
物
工

二
、
第
一
次
試
験
受
験
申
請
書
受
付

　
期
聞
麺
五
月
一
日
（
水
）
～
五
月
二
〇
日

三
、
第
一
次
試
験

　
板
金
工
、
左
官
、
建
某
工
、

　
三
日
（
日
）

　
機
械
工
、
仕
上
工
、
配
管
工
、

　
月
三
十
日
（
日
）

四
、
第
一
次
試
験
合
格
発
表

　
七
月
二
十
五
日
（
木
）

五
、
第
二
次
試
験
受
験
申
請
書
受
付

　
期
間
隅
八
月
一
日
（
木
）
～
八
月
十
五
日

六
、
第
二
次
試
験

　
八
月
二
十
五
日
（
日
）
～
十
月
三
ヤ
一
日

七
、
合
格
発
表
晒
三
十
九
年
一
月
二
十
日

八
、
第
一
次
試
験
全
部
免
除
申
請
受
付
期
間

　
五
月
一
日
（
水
）
～
五
月
二
十
日
（
月
）

左
官
、

（
月
）

家
具
工
璽
六
月
二
十

鋳
鉄
鋳
物
工
“
六

（
木
）

　
（
木
）

（
月
）
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一
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一
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＝
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心
配
ご
と
相
談
所
を
開
設

　
　
　
　
　
－
相
談
日
は
毎
通
水
曜
日
ー

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
主
に
低
所
得
者
を
対
象
に

つ
ぎ
に
よ
り
生
活
上
の
あ
ら
ゆ
る
心
配
ご
と
の
相
談

に
応
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
篭
た
の
で
、
気
が
る
に
お

出
で
下
さ
る
よ
う
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
鳩
　
所
　
十
日
町
市
中
央
公
民
舘
内

◆
相
談
日
　
毎
週
水
曜
日

　
　
　
　
　
四
月
～
十
月
ま
で
は
午
前
九
時
乏
午
後

　
　
　
　
　
四
時
迄
十
一
月
～
三
月
ま
で
は
午
前
九

　
　
　
　
　
時
三
十
分
硬
午
後
四
時
迄
。

　
　
　
　
　
但
し
一
月
の
矛
一
水
曜
日
は
休
み
．

◆
相
談
員
　
相
談
員
及
び
協
力
員
は
各
地
域
の
民
生

　
　
　
　
　
委
員

酔川川川1川”1川唇川II川EIllロmll髄ilII，Um”m川1”監lll川Ill川“IllI0119mllll”川1川nl”II“””ll”III
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交
通
安
奎
モ
デ
ル
地
区
設
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
登
校
時
の
駐
車
自
粛
申
し
合
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
沢
地
区
交
通
安
全
自
治
会

　
水
沢
地
区
で
は
、
五
年
前
か
ら
交

通
安
全
自
治
会
で
柳
駐
在
巡
査
の
熱

心
な
指
導
の
も
と
に
、
運
転
者
、
学

校
、
地
域
住
民
が
総
ぐ
る
み
で
交
通

安
全
運
動
を
推
進
し
て
き
ま
し
た

が
、
こ
の
春
の
変
通
安
全
運
動
を
機

会
に
土
市
地
区
約
一
、
五
〇
〇
米
の

区
間
を
変
通
安
全
モ
デ
ル
地
区
に
定

め
、
正
し
い
交
通
を
身
に
つ
け
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
特
に
登
校
時
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
、
朝
七
時
三
十
分
か
ら
八
時
三

十
分
ま
で
の
間
、
登
校
に
支
障
の
な

い
よ
う
道
の
片
側
だ
け
に
駐
車
す
る

こ
と
を
申
し
合
せ
た
こ
と
は
新
し
い

ア
イ
デ
ア
と
し
て
各
万
面
か
ら
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
．

　
こ
の
モ
デ
ル
地
区
は
全
部
舗
装
さ

れ
て
い
る
が
、
十
字
路
一
ヵ
所
、
丁

字
路
四
ヵ
所
、
鉄
道
踏
切
三
ヵ
所
、

中
学
校
、
小
学
校
、
保
育
所
等
が
あ

り
、
相
当
交
通
ひ
ん
ば
ん
の
地
区
で

あ
る
の
で
、
こ
の
運
動
の
成
果
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
運
動
の
重
点
推
進
事
、
項

一
、
正
し
い
運
転
の
遵
守

　
1
、
危
険
な
追
越
を
し
な
い

　
2
、
合
図
を
確
実
に
実
行
す
る

二
、
正
し
い
歩
行
の
励
行

　
1
、
右
側
を
正
し
く
歩
く

　
2
、
斜
の
横
断
は
し
な
い

三
、
児
童
幼
児
の
安
全
確
保

　
1
、
子
供
を
道
路
で
遊
ぱ
せ
な
い

　
2
、
集
団
で
登
下
校
す
る

四
、
登
校
時
の
駐
車
（
片
側
だ
け
）

　
自
粛
　
。

一
五
、
踏
切
一
時
停
止
の
厳
守

盛
大
な
成
人
式

　
　
　
本
年
度
の
成
人
八
一

昭
和
三
十
八
年
度
の
成
人
式
は
去

る
十
二
日
、
市
民
体
育
舘
で
盛
大
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
成
人
を
祝
う
に
ふ
さ
わ

欄
し
旨
本
晴
れ
と
な
り
・
男
子
…

O
名
、
女
子
五
〇
二
名
、
計
八
一
二

名
の
成
人
者
が
心
新
た
な
気
持
で
、

限
り
な
い
希
望
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ

て
い
ま
し
た
．

　
式
は
市
消
防
署
音
楽
隊
の
吹
奏
の

　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
人

あ
と
、
高
木
収
入
役
の
開
式
宣
言
に

つ
y
い
て
、
村
山
市
長
の
祝
辞
が
あ

り
、
成
人
記
念
作
文
「
生
活
記
録
」

の
入
選
発
表
と
表
彰
が
行
わ
れ
、
郷

土
出
身
N
H
K
春
日
理
事
の
講
演
を

聞
い
て
、
最
後
に
十
中
ブ
ラ
ス
バ
ン

ド
の
演
奏
で
有
意
義
な
一
日
を
過
し

ま
し
た
。

　
尚
、
各
賞
の
入
選
者
は
つ
ぎ
の
と

お
り
．

▽
市
長
賞
一
席
「
農
業
に
生
き
る
」

　
　
　
野
上
利
雄
　
（
高
　
島
）

　
同
二
席
「
三
平
君
」

　
　
　
開
発
　
練
司
　
　
（
上
新
田
）

　
同
三
席
「
生
活
感
想
反
」

　
　
　
庭
野
ム
ッ
子
（
十
日
町
島
）

▽
議
会
賞
一
席
「
成
人
の
日
に
よ
せ

　
て
」
山
本
ア
イ
子
（
本
町
六
）

　
同
二
席
「
僕
の
生
活
自
由
詩
」

　
　
　
水
野
　
伊
一
　
（
二
　
子
）

　
同
三
席
コ
一
十
才
ま
で
の
足
跡
」

　
　
　
種
村
正
恵
　
（
田
川
町
）

▽
教
育
委
員
会
賞
一
席
「
日
記
覚
」

　
　
熊
木
昌
三
（
高
田
晦
一
）

同
一
一
席
「
私
」

　
　
田
村
　
洋
　
（
旭
町
）

同
三
席
コ
一
十
才
に
な
っ
て
」

　
　
田
中
道
子
（
本
町
西
U
）

改
正
さ
れ
た源
泉
所
得
税

錦礁鍾耀噂

総

　
　
　
　
　
　
　
　
　
表
も
新
し
い
税
額

惑
　
本
年
四
月
一
日
か
ら
源
泉
所
得
税

等
が
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た

か
ら
、
四
月
以
降
の
納
付
書
等
に
つ

い
て
特
に
御
注
意
下
さ
い
．

｝
、
給
与
所
得
に
対
す
る
源
泉
税

　
　
　
　
　
　
　
基
礎
控
除
、
配

表
と
な
り
、
こ
れ

に
つ
い
て
は
既
に

配
布
す
み
で
す
か

ら
、
こ
の
表
に
よ

っ
て
四
月
以
降
の

税
額
を
計
算
し
、

翌
月
＋
日
ま
で
に

納
付
し
て
い
た
冷

く
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
藩
繍
繕
壁

　
勤
務
先
等
に
預
金
を
し
て
い
る
場

合
は
勤
務
先
等
に
お
い
て
、
税
務
署

に
届
出
を
し
な
い
と
預
金
利
子
に
つ

い
て
、
五
％
の
税
額
を
納
付
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
該
当
す
る

法
人
等
は
そ
の
旨
至
急
御
連
絡
す
る

『
必
要
が
あ
り
ま
す
．
　
（
税
務
署
に
お

い
て
は
こ
れ
ら
の
取
扱
い
に
つ
い
て

近
日
中
に
説
明
会
を
開
く
予
定
で

す
）三

、
刹
子
所
得
、
配
当
所
得
の
源
泉

　
税
の
引
下
げ

　
従
来
こ
れ
ら
の
税
率
は
一
〇
％
と

な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
四
月
一
日

以
降
後
支
払
い
を
受
け
る
べ
き
も
の

に
つ
い
て
は
五
％
と
な
り
ま
し
だ
．

　
（
配
当
等
に
つ
い
て
は
、
法
人
の
二

月
決
算
分
か
ら
適
用
さ
れ
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。
）

　
　
　
　
　
〔
十
日
町
税
務
署
〕
　
一

五
月
三
十
一
日
ま
で

　
　
　
帥
鋤
設
備
近
代
化
資
金
貸
付
申
請

　
昭
和
三
十
八
年
度
に
お
け
る
中
小

企
業
者
の
設
備
近
代
化
を
必
要
と
す

る
資
金
に
つ
い
て
の
貸
付
申
請
手
続

き
及
び
処
理
は
次
の
要
領
に
よ
り
処

理
し
ま
す
．

一
、
貸
付
申
請
書
提
出
期
聞

　
昭
和
三
十
八
年
四
月
二
十
日
～
五

　
月
三
十
一
日
ま
で
県
へ
必
着

二
、
貸
付
串
請
手
続

　
（
イ
）
振
興
資
金
又
は
近
代
化
資
金

一
一
一
三
畠
…
＝
…
含
職
一
一
≡
≡
“
今
≡
ヨ
≡
6
（
醐
…
…
一
＝
三
≡
≡
一
二
一
（
≡
≡
≡
瓦
マ
…
＝
≡
三
三
＝
＝
一
≡
ミ
…
≡
…
｝
9
一
＝
…
三
色
≡
≡
三
ζ
一
≡
…
玄
＝
≡
≡
＝
ヘ
ヨ
一
≡
三
三
三
ヨ
＝
一
一
三
全
≡
三
三
三
≡
一
躍
≦
全
…
≡
三
三
一
＝
≡
三
一
（
…
≡
琶
昌
‘
一
≡
…
一
も
≡
≡
…
7
Σ
一
一
9

　
昭
和
十
七
年
の
夏
の
あ
る
暑
い
盛

り
、
農
村
に
生
ま
れ
、
そ
し
て
成
人

式
を
迎
え
る
今
日
ま
で
の
二
十
年
の

才
月
を
農
家
に
育
っ
た
私
は
、
農
村

の
生
活
を
身
体
中
で
感
じ
て
き
た
一

人
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
．

　
昭
和
十
七
年
と
云
え
ば
戦
時
中
で

あ
る
。
戦
争
中
の
農
山
村
は
比
較
的

苦
し
ま
な
か
っ
た
と
云
え
、
そ
の
頃

の
ア
ル
バ
ム
を
め
く
る
と
、
私
の
幼

い
顔
も
類
に
も
れ
る
こ
と
な
く
、
や

は
り
栄
養
失
調
症
の
よ
う
な
顔
つ
き

を
し
て
姉
の
背
に
く
く
り
つ
け
ら
れ

て
い
る
。
幼
時
の
記
憶
と
い
う
も
の

は
誰
も
が
云
う
よ
う
に
、
比
較
的
薄

弱
な
も
の
で
あ
る
ら
し
い
が
、
母
や

姉
の
口
ぐ
せ
で
あ
る
よ
う
に
良
く
泣

い
た
子
…
…
っ
ま
り
泣
き
虫
な
子
で

あ
っ
た
こ
と
は
お
ぼ
え
て
い
る
よ
う

な
気
が
す
る
．

　
そ
れ
か
ら
幾
才
か
が
流
れ
去
っ
て

…
…
．
農
賦
を
、
つ
ま
り
我
が
家
を

継
ぐ
こ
と
が
、
ほ
》
私
に
課
せ
ら
れ

た
宿
命
で
あ
る
ら
し
く
感
じ
始
め
て

い
た
昭
和
二
十
九
年
、
私
が
小
学
校

の
最
高
学
年
で
あ
っ
た
初
冬
の
あ
る

夜
、
突
然
父
が
逝
っ
た
。
死
因
は
心

臓
マ
ヒ
で
あ
っ
た
．
家
の
支
柱
で
あ

，
た
父
の
死
に
よ
る
家
族
の
打
撃
は

最
高
で
あ
っ
た
こ
と
は
云
う
ま
で
も

な
い
．
老
い
た
祖
父
の
ホ
ホ
が
｝
夜

の
う
ち
に
削
ら
れ
て
、
そ
れ
で
な
く

と
も
小
柄
な
祖
父
が
一
層
小
さ
く
感

じ
ら
れ
た
こ
と
は
今
で
も
忘
れ
る
こ

と
は
出
来
な
い
．
私
は
ど
う
で
あ
っ

た
ろ
う
か
？
．
だ
が
そ
の
日
、
勿
論

幼
か
っ
た
こ
と
も
原
因
と
な
ろ
う
が

私
に
は
そ
れ
ほ
ど
身
に
迫
っ
た
も
の

は
感
じ
ら
れ
て
来
な
か
っ
た
よ
う
な

気
が
す
る
．

　
残
さ
れ
た
老
祖
父
．
初
老
の
母
、

二
人
の
姉
、
幼
い
妹
、
そ
し
て
ま
だ

小
学
生
で
あ
る
私
…
…
．
ど
の
顔
を

見
廻
し
て
も
展
業
を
や
っ
て
の
け
ら

れ
る
顔
つ
き
を
し
た
人
聞
は
一
人
も

見
当
ら
な
い
我
家
で
あ
っ
た
．
父
の

死
に
よ
り
、
名
義
上
一
家
の
柱
と
な

っ
た
私
に
当
然
の
こ
と
で
あ
る
よ
う

に
、
進
学
は
認
め
ら
れ
る
こ
と
な
く

教
育
は
義
務
の
段
階
だ
け
で
終
り
で

あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
に
何
の
心
得
も

な
く
か
俄
百
姓
に
な
っ
た
私
に
は
、

野
の
風
は
き
つ
過
ぎ
る
感
が
強
か
っ

た
そ
の
頃
の
日
記
を
繰
っ
て
み
る
と

綿
六
と
こ
ん
な
風
な
こ
と
が
綴
ら
れ

て
い
る
。

む
。
百
姓
は
自
分
に
は
き
つ
過
ぎ
る

仕
事
の
よ
う
な
気
が
す
る
ー
．
と

云
う
よ
う
な
内
容
で
…
…
．

　
だ
が
過
ぎ
て
来
た
今
、
そ
の
頃
を

顧
み
る
時
、
い
か
に
農
業
技
術
の
指

導
を
受
け
な
か
っ
た
私
で
あ
っ
た
と

は
云
え
、
農
業
と
い
う
も
の
の
実
態

を
知
る
能
力
を
持
た
な
か
っ
た
自
分

で
あ
る
こ
と
が
痛
い
程
に
感
じ
ら
れ

”
農
業
に
生
き
る
“

　
　
　
　
　
市
長
賞
一
席

　
　
　
　
　
　
　
野
　
　
上
　
　
利

雄

ー
昭
莉
三
十
五
年
十
月
三
日
－

　
瞬
縛
の
休
み
も
な
く
体
を
動
か
し

精
神
を
抹
殺
さ
れ
る
よ
う
な
状
態
の

も
と
に
生
活
す
る
自
分
。
骨
が
ゴ
ッ

ゴ
ツ
と
飛
び
出
し
て
気
持
は
荒
野
を

見
る
よ
う
よ
う
に
乾
き
切
っ
て
潤
い

が
な
い
．
だ
が
一
日
た
り
と
も
、
い

や
い
や
一
つ
の
深
呼
吸
さ
え
も
忘
れ

さ
せ
て
し
ま
う
程
忙
し
い
農
繁
期
．

手
術
を
し
た
ぱ
か
り
の
背
椎
が
痛

る
の
で
あ
る
．
百
姓
の
生
活
が
た
y

土
を
耕
し
、
種
を
蒔
き
、
そ
し
て
刈

り
取
る
こ
と
だ
け
に
終
始
し
て
い
る

と
し
た
な
ら
ぱ
、
百
姓
ほ
ど
骨
の
折

れ
る
つ
ま
ら
な
い
職
業
は
め
っ
た
に

無
い
で
あ
ろ
う
．
何
日
に
種
を
蒔

き
、
何
日
に
収
穫
す
る
か
云
う
耕
作

技
術
は
確
か
に
欠
く
こ
と
の
出
来
な

い
重
要
な
聞
題
で
あ
る
が
、
そ
の
よ

う
な
間
題
以
外
に
百
姓
に
と
っ
て
与

え
ら
れ
た
自
然
を
ど
の
よ
う
に
受
入

れ
、
そ
し
て
ど
の
よ
う
に
反
携
し
て

行
く
か
と
い
う
問
題
は
、
さ
ら
に
見

逃
が
す
こ
と
の
出
来
な
い
重
要
な
問

題
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
百
姓
が
、

単
に
収
穫
、
即
ち
貨
幣
の
み
に
終
始

し
、
食
わ
ん
が
た
め
の
み
を
目
指
す

生
活
が
農
民
の
す
べ
て
で
あ
る
と
心

得
て
い
る
な
ら
、
そ
れ
は
自
ら
迷
妄

や
巧
利
、
悪
習
慣
を
は
こ
び
こ
ら
せ

そ
の
上
に
ま
た
生
活
内
容
の
貧
困
を

も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
と
思

う
。
テ
レ
ビ
有
り
、
洗
た
く
機
有
り

そ
し
て
ト
ラ
ク
タ
ー
有
り
の
い
か
に

機
械
化
、
文
明
化
さ
れ
た
今
日
で
あ

っ
て
も
、
そ
の
よ
う
は
耕
作
態
度
か

ら
、
い
つ
ま
で
も
抜
け
切
る
こ
と
が

出
来
な
い
で
い
た
な
ら
、
農
民
の
心

の
中
に
は
永
久
と
云
っ
て
よ
い
程
、

絵
や
詩
は
生
ま
れ
て
は
来
な
い
で
あ

ろ
う
と
思
う
。
人
間
の
生
活
か
ら
絵

や
詩
を
抜
き
と
っ
て
し
ま
っ
た
ら
…

…
．
考
え
た
y
け
で
目
の
前
が
暗
く

な
る
よ
う
な
気
が
す
る
．

　
働
く
こ
と
、
つ
ま
り
種
を
蒔
き
、

刈
り
販
る
こ
と
は
百
姓
に
課
せ
ら
れ

た
、
い
わ
ぱ
義
務
の
よ
う
な
も
の
で

あ
る
が
、
自
然
と
い
う
も
の
に
い
か

に
し
て
和
合
し
て
行
く
か
と
い
う
こ

と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
重
要
な
問

題
で
あ
る
こ
と
を
思
え
ぱ
、
私
達
農

民
こ
そ
、
そ
う
い
う
自
然
に
対
す
る

愛
情
を
深
め
、
正
し
い
吸
収
力
を
養

っ
て
行
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の

と
思
う
，

　
中
学
を
終
え
て
満
五
年
1
。
右

に
曲
り
、
左
に
そ
れ
、
そ
し
て
つ
ま

づ
き
つ
N
も
、
と
も
か
く
百
姓
と
し

て
生
き
て
来
た
自
分
で
あ
る
．
百
姓

と
い
う
名
の
職
業
に
対
す
る
顛
難
辛

苦
は
こ
れ
か
ら
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が

今
ま
で
に
も
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に

こ
れ
か
ら
も
隣
人
の
厚
い
情
、
貴

重
な
る
先
輩
の
教
訓
、
同
級
生
の
兄

弟
の
如
き
温
い
誼
み
、
そ
し
て
家
族

の
変
り
な
い
愛
1
。
こ
れ
ら
の
あ

た
た
か
く
、
力
強
い
支
え
に
感
謝
し

つ
つ
、
八
年
前
亡
父
と
植
え
た
杉
の

よ
う
に
、
素
直
に
、
か
つ
太
く
逞
ま

し
く
生
き
て
行
き
た
い
と
成
人
式
を

迎
え
た
今
日
、
朝
の
空
に
強
く
誓
っ

た
私
で
あ
る
．

の
貸
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
企
業

（
以
下
「
申
請
者
」
と
い
う
）
は

別
に
定
め
る
「
新
潟
県
中
小
企
業

設
備
近
代
化
資
金
又
は
新
潟
県
中

小
工
業
設
備
近
代
化
資
金
貸
付
申

請
書
」
　
（
以
下
「
申
請
書
」
と
い

う
）
に
所
要
事
項
を
記
載
し
て
別

に
足
め
る
様
式
に
よ
る
所
属
協
同

組
合
の
推
せ
ん
書
及
び
関
係
付
属

書
類
を
添
え
て
、
そ
の
串
請
者
の

工
場
又
は
事
業
場
を
管
轄
す
る
市

町
村
長
を
経
由
し
て
、
申
請
期
間

内
に
知
事
に
提
出
す
る
。

　
（
ロ
）
申
請
者
は
申
請
言
の
提
出
に
㎜

　
当
り
、
企
業
の
内
容
を
補
足
説
明
㎜

　
す
る
資
料
等
が
あ
る
場
合
は
な
る
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
　
人
間
が
“
人
前
に
な
り
か
か
っ
た

　
べ
く
こ
れ
を
添
付
す
る
．
　
　
　
m

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
　
時
は
多
少
の
差
こ
そ
あ
れ
、
何
か

　
（
ハ
）
災
害
そ
の
他
の
特
別
の
事
情
㎜

　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
　
の
知
識
欲
が
最
も
盛
ん
に
な
る
も

　
に
よ
り
　
申
請
書
の
提
出
期
間
内
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
　
の
だ
と
心
理
学
者
が
言
い
ま
し

　
に
申
請
書
を
提
出
で
き
な
い
場
合
…
　
た
・

　
は
、
市
町
村
長
の
副
申
を
添
え
て
㎜
そ
の
昔
　
青
年
塾
あ
り

　
提
出
期
聞
経
過
後
で
あ
つ
て
も
こ
㎜
　
　
　
夜
学
校
あ
り

　
れ
を
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
　
　
㎜
　
　
　
　
補
習
学
校
あ
り

三
、
申
請
者
に
対
す
る
診
断
の
実
施
㎜
　
　
　
　
胃
年
学
校
が
あ
り
ま
し
た

　
（
イ
）
知
事
は
申
請
書
を
受
理
し
た
㎜
近
く
に
は
青
年
講
座
、
青
年
教
室
が

　
と
き
は
、
申
請
書
の
内
容
を
審
査
㎜
　
　
　
あ
り
ま
し
た
。

　
し
、
そ
の
結
果
貸
付
決
定
の
た
め
㎜
　
現
在
の
学
制
の
六
．
三
．
三
．
四

　
の
審
査
が
困
難
な
場
合
は
実
態
調
…
は
学
校
の
進
む
一
本
道
で
す
．

査
（
以
下
「
近
代
化
促
進
診
断
」
㎜
　
社
会
教
育
が
う
た
わ
れ
て
、
民
主

楽
し
い
青
年
学
級

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
て
繰
返
し
繰
返
し
人
の
心
に
刻
み
込

　
（
ロ
）
近
代
化
促
進
診
断
は
、
申
請
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
込
む
役
割
を
し
て
来
た
の
が
社
会
教

　
書
の
提
出
後
定
期
的
に
診
断
実
施
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
育
で
し
た
。

　
予
定
を
た
て
、
あ
ら
か
じ
め
診
断
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
　
社
会
教
育
の
掌
習
の
形
に
は
諸
女

　
員
、
実
施
時
期
を
申
請
者
に
通
知
㎜
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
婦
人
学
級
・

　
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
成
人
学
級
・
老
人
学
級
・
社
会
学
級

四
、
貸
付
の
決
定
　
　
　
　
　
　
　
…
な
ど
が
あ
り
青
年
学
級
も
そ
の
一
つ

　
申
請
者
に
村
す
る
書
．
類
審
査
、
近
…
で
す
．

　
代
化
促
進
診
断
の
終
了
後
、
す
み
…
　
青
年
学
級
と
は

　
や
か
に
そ
の
内
容
に
つ
い
て
審
査
㎜
　
入
学
の
試
騒
も
卒
業
の
試
験
も
あ

　
を
取
り
進
め
、
貸
付
対
象
と
し
て
…
り
ま
せ
ん
。
又
十
日
町
で
は
入
い
り

　
の
適
否
の
判
定
を
行
い
、
貸
付
を
㎜
た
い
時
は
何
時
で
も
受
入
れ
て
い
ま

適
当
と
認
め
る
申
請
者
に
対
し
て
…
す
．
そ
し
て
御
自
分
に
必
要
を
認
め

貸
付
の
決
定
を
通
知
す
る
．
　
　
㎜
な
い
時
は
何
時
退
学
し
て
も
よ
い
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
と
に
な
っ
て
い
ま
す
．

　
　
　
　
　
　
　
（
市
商
工
課
）
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
　
学
習
す
る
内
容
も
学
習
者
の
希
望

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
に
よ
っ
て
科
目
を
設
定
し
、
実
際
二

い
る
所
が
あ
り
ま
す
。
科
目
に
つ
い

て
は
そ
の
学
級
の
実
態
に
即
し
て
そ

れ
ぞ
れ
異
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
　
激
し
い
移
り
変
り
の
昨
今
で
農
村

山
間
部
の
人
口
が
激
減
し
つ
＼
あ
り

ま
す
の
で
特
に
若
い
人
が
少
く
な
っ

て
開
設
で
き
な
い
所
が
で
て
来
ま
し

た
。
反
対
に
都
市
中
央
部
は
遂
次
人

口
が
増
し
て
青
年
の
数
が
多
く
な
り

施
設
や
設
備
が
不
充
分
に
な
っ
て
来

て
い
ま
す
。

　
今
こ
こ
で
十
日
町
市
の
青
年
学
級

に
つ
い
て
現
状
を
申
述
べ
て
見
ま

鰭
う
）
を
実
施
す
る
も
の
と
す
㎜
雛
、
、
一
傑
難
離
す
嬰
恒
例
で
四
月
　
馨
舗
殖
、
。
．
円
納
入
し

五
の
日
に
税
務
相
談

　
　
　
　
　
　
　
　
　
気
軽
に
お
出
で
を

　
十
日
町
税
務
署
で
は
従
来
か
ら
親

し
み
易
い
、
近
づ
き
易
い
税
務
署
と

す
る
た
め
に
つ
ぎ
の
と
お
り
「
税
の

相
談
日
」
を
設
け
ま
し
た
の
で
気
が

る
に
お
出
で
下
さ
い
．

◎
相
談
日

　
五
月
一
日
か
ら
毎
月
三
回
五
の
日

（
五
日
、
十
五
日
、
二
十
五
日
）
が

日
曜
日
や
祭
日
に
あ
た
る
と
き
は
、

そ
の
翌
日
実
施
し
ま
す
．

◎
相
談
の
内
容

　
△
青
色
申
告
を
し
よ
う
と
す
る
と

　
　
き繍
麟
饗

…
活
に
真
に
役
に
立
つ
も
の
を
取
入
れ

㎜
る
よ
う
に
努
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
趣

…
味
的
の
も
の
も
ク
ラ
ブ
活
動
の
中
に

㎜
組
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

㎜
　
開
設
は
希
望
者
達
（
十
五
人
以

㎜
上
）
の
申
請
に
よ
っ
て
市
町
村
の
教

㎜
育
委
員
会
が
開
設
す
る
わ
け
で
す
が

㎜
之
は
公
民
舘
が
主
と
し
て
申
請
か
こ

㎜
運
営
の
お
世
話
を
し
て
い
ま
す
．

…
　
経
費
は
甫
町
村
で
予
算
化
さ
れ
て

　
写
真
ク
ラ
ブ
（
暗
室
が
あ
る
）

茶
道
ク
ラ
ブ

　
自
動
車
ク
ラ
ブ
（
自
動
車
が
あ
る
）

更
に
コ
ー
ス
別
の
学
級
生
が
一
緒
に

学
習
す
る
方
法
と
し
て
全
体
学
習
が

あ
り
ま
す
。
特
別
の
講
師
を
招
い
t

り
映
写
会
に
よ
る
デ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

や
民
謡
の
練
習
か
ら
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
の
練
習
も
や
り
ま
す
．
一
箇
月
に

一
回
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
学
級
O
は
自
治
会
を
組
織
し
て
自

主
的
に
大
変
力
強
い
活
動
も
行
な
っ

い
ま
す
。
例
え
ぱ
対
外
青
年
学
級
～

と
の
変
歓
会
や
ら
雲
上
運
勤
会
、
球

技
大
会
、
作
品
の
展
覧
会
、
見
学
視

察
の
旅
行
な
ど
で
す
。
自
治
会
会
費

と
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
式
が
三
月
二
十
日
で
す
。
生
徒
募

又
・
給
料
を
支
給
す
る
と
き
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
集
は
甲
込
制
に
し
て
三
月
中
に
公
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
年
中

△
個
人
企
業
を
法
人
企
業
に
す
る
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
何
時
で
も
受
付
て
い
ま
す
。

と
き
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
申
込
用
紙
が
十
円
町
而
公
民
舘
の

△
税
法
の
知
識
を
得
た
い
と
き
．

△
法
人
税
・
所
得
税
・
そ
の
他
国
脳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
舘
事
務
室
に
あ
り
ま
す
．

税
の
法
定
お
よ
び
滞
納
処
分
等
㎜
支
出
し
ま
す
が
、
県
の
補
助
金
や
国
昭
和
三
＋
七
年
鰭
の
〒
ス
と

に
つ
い
て
不
満
が
あ
る
と
き
・
㎜
庫
補
助
金
を
受
け
る
こ
と
も
出
来
ま
し
て
は
、

△
災
害
に
よ
り
財
産
に
相
当
な
損
㎜
す
。
全
く
学
習
の
方
法
と
し
て
は
完
◎
一
般
教
養
で
は
「
文
芸
」
　
「
習

失
を
受
け
た
こ
と
。
本
人
ま
た
…
全
に
近
い
よ
う
な
理
想
的
な
も
の
で
　
　
字
」
「
教
養
」
「
生
花
」

は
家
族
が
病
気
に
か
か
っ
た
こ
㎜
す
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
職
業
で
は
「
商
業
」
「
農
業
」

と
な
ど
の
事
実
が
あ
る
易
合
、
㎜
　
さ
て
、
十
日
町
市
内
に
は
現
在
十
◎
家
事
で
は
「
被
服
（
和
・
洋
）
」

そ
の
他
特
別
な
事
由
の
た
め
一
㎜
七
の
青
年
学
級
と
称
し
て
い
る
も
の
　
　
「
料
理
」

時
に
納
税
が
困
難
な
と
き
．
　
㎜
が
あ
り
ま
す
。
学
習
す
る
学
級
生
も
そ
う
し
て
こ
の
科
目
の
ど
れ
か
の
コ

　
　
　
　
（
十
日
町
税
務
署
）
　
㎜
男
子
三
二
〇
人
、
女
子
四
七
〇
人
、
　
ー
ス
を
学
習
す
る
者
に
限
っ
て
ク
ラ

㎜火事
・
救
急
は

　
　
　
　
　
一
一
九
番
へ

㎜
計
七
九
〇
人
と
な
っ
て
い
ま
す
．
そ

㎜
し
て
年
令
的
に
み
て
八
○
％
ま
で
が

…
二
十
才
前
の
青
年
で
す
．

，
　
学
習
の
科
目
は
コ
ー
ス
と
呼
ん
で

ブ
活
動
を
行
な
う
中
に
参
加
で
き
ま

す
。
そ
の
ク
ラ
ブ
活
動
と
は

体
育
ク
ラ
ブ
（
バ
レ
ー
、
ビ
ン
ポ

　
　
　
　
　
ン
、
パ
ト
ミ
ン
ト
ン
）

翻

　
講
師
は
市
内
の
事
業
所
の
専
門
家

で
学
識
の
あ
る
方
や
県
立
高
校
の
先

生
方
な
ど
で
市
内
中
心
部
の
学
級
は

恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
十
日
町
公
民
舘
に
は
良
く
参
観
者

が
来
ま
す
が
名
の
み
で
何
も
な
く
お

見
せ
す
る
も
の
が
無
か
っ
た
の
で
す

今
回
独
立
の
建
物
を
充
分
に
活
用
し

て
あ
ぱ
ら
屋
で
は
あ
っ
て
も
青
年
に

近
代
感
覚
を
味
わ
せ
乍
ら
新
興
産
業

郡
市
十
日
町
の
市
づ
く
り
の
で
き
る

人
材
を
育
成
し
て
行
か
ね
ぱ
と
思
っ

て
い
ま
す
．
そ
の
為
に
は
派
手
な
見

せ
び
ら
か
し
で
な
く
内
容
の
充
実
し

た
着
実
な
奥
行
の
深
い
人
間
形
成
の

場
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
．

青
年
を
愛
し
、
辺
地
十
日
町
．
市
を

愛
し
、
己
自
身
を
愛
し
乍
ら
楽
し
い

青
年
学
級
を
十
日
町
市
で
つ
く
り
つ

つ
あ
り
ま
す
．

’

一175


